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江
戸
時
代
後
期
の
高
岡
町
医
の
う
ち
、
長
崎
・
佐
渡
両
家
は
こ

の
地
の
藺
方
医
の
先
駆
と
し
て
重
き
を
な
し
、
両
家
の
当
主
た
ち

は
西
欧
医
学
の
消
化
吸
収
に
極
め
て
熱
心
で
、
そ
の
知
識
を
逸
早

く
臨
床
に
応
用
し
、
ま
た
新
知
識
を
次
世
代
に
伝
え
る
べ
く
集
積

に
努
め
た
。

時
移
り
、
今
や
こ
の
資
料
は
貴
重
な
医
学
史
資
料
、
な
い
し
文

化
遺
産
と
し
て
、
順
次
公
的
な
管
理
下
に
移
り
、
公
開
、
閲
覧
に

供
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
佐
渡
家
資
料
の

う
ち
一
、
○
四
六
タ
イ
ト
ル
（
四
、
二
六
三
冊
）
が
「
蒼
龍
館
文
庫
」

と
し
て
金
沢
市
（
玉
川
図
書
館
・
近
世
資
料
館
）
で
す
で
に
整
理
公

開
さ
れ
、
残
余
（
三
七
九
タ
イ
ト
ル
、
九
三
二
冊
）
は
今
回
地
元
高
岡

市
の
英
断
に
よ
り
同
市
（
高
岡
市
中
央
図
書
館
）
で
公
開
を
待
つ
運

び
と
な
っ
た
。
一
方
の
長
崎
家
資
料
（
一
九
二
タ
イ
ト
ル
、
四
○
三

60

越
中
高
岡
見
在
江
戸
後
期
藺
語
医
事
資
料

に
つ
い
て

正
橋

剛

一
一

冊
）
は
先
年
来
同
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
、
利
用
に
供
さ
れ
て
い
る
。

か
く
て
、
高
岡
藺
方
医
た
ち
の
行
跡
は
総
合
的
な
調
査
が
可
能
と

な
り
、
今
後
は
一
段
と
研
究
の
進
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

演
者
は
右
資
料
群
中
、
と
く
に
蘭
語
に
よ
る
史
料
お
よ
び
こ
れ

に
付
随
し
て
、
両
家
の
人
々
に
よ
り
如
何
に
利
用
さ
れ
た
か
、
ま

た
結
果
と
し
て
生
じ
た
二
次
的
成
果
を
含
め
て
調
査
を
試
み
た
。

こ
の
際
と
く
に
地
域
性
に
重
点
を
お
き
、
単
に
当
地
へ
移
入
さ
れ
、

ま
た
利
用
さ
れ
た
だ
け
の
情
報
Ｉ
例
え
ば
、
『
解
体
新
聿
旦
「
重

訂
解
体
新
吉
』
『
医
範
提
綱
」
「
泰
西
医
方
名
物
考
』
等
Ｉ
は
敢

え
て
割
愛
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
と
い
え
ど
、

蘭
語
理
解
の
方
策
・
手
段
と
し
て
重
要
な
役
割
を
持
つ
文
典
・
文

法
書
・
辞
書
類
は
例
外
と
し
て
こ
こ
に
含
め
た
。

右
の
基
準
に
よ
り
選
び
出
し
た
史
料
を
筆
者
の
区
分
に
従
い
分

類
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
っ
た
。

Ｉ
藺
文
史
料
Ｉ
二
九
点

Ａ
刊
本
（
舶
載
本
、
長
崎
版
、
江
戸
版
等
）
伽
点

Ｂ
写
本
⑱
点

Ⅱ
翻
訳
史
料
Ｉ
二
八
点

Ａ
刊
本
②
点
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Ｂ
写
本
伽
点

Ⅲ
翻
訳
編
蟇
史
料
（
刊
本
の
み
）
’
三
点

Ⅳ
邦
文
（
和
文
・
漢
文
）
蘭
訳
史
料
Ｉ
一
点

Ｖ
欧
州
語
文
典
・
辞
書
類
Ｉ
四
九
点

Ａ
文
典
・
文
法
書
帥
点

Ｂ
辞
典
側
点

合
計
二
○
点

〔
右
の
各
史
料
名
の
一
覧
表
は
口
演
の
時
配
布
す
る
。
〕

従
来
、
長
崎
家
資
料
、
と
く
に
長
崎
浩
斎
に
つ
い
て
調
査
し
て

い
た
演
者
に
は
藺
方
医
と
は
言
え
、
同
家
に
は
直
接
藺
語
藺
文
史

料
が
い
か
に
も
少
く
、
こ
れ
は
浩
斎
の
遊
学
（
文
化
十
四
年
、
大
槻

玄
沢
門
）
が
短
期
的
二
○
○
日
に
限
定
）
で
あ
っ
た
故
、
『
藺
学
階

梯
」
に
み
る
極
く
初
歩
的
な
百
人
一
首
の
藺
字
表
記
法
の
練
習
に

止
ま
っ
た
も
の
と
推
定
し
て
い
た
が
、
こ
れ
に
反
し
、
佐
渡
家
の

場
合
は
三
良
（
九
代
目
養
順
）
良
益
（
坪
井
信
良
）
光
昭
（
建
部
賢
隆
）

脩
造
（
阿
波
加
氏
）
等
の
兄
弟
（
い
ず
れ
も
浩
斎
の
妹
ト
ラ
の
挙
子
）

の
世
代
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
小
石
究
理
堂
、
坪
井
日
習
堂
、
緒
方
適

塾
等
に
、
二
・
三
年
の
期
間
を
過
し
た
故
、
こ
の
人
た
ち
の
藺
語

へ
の
取
組
は
甚
だ
果
敢
で
、
目
を
瞠
る
も
の
が
あ
る
。
浩
斎
よ
り

わ
ず
か
二
○
な
い
し
三
○
年
遅
れ
た
世
代
で
あ
る
が
、
そ
の
活
動

ぶ
り
は
刮
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。

こ
れ
は
ま
た
、
当
時
の
高
岡
に
お
け
る
医
学
・
医
療
の
日
進
月

歩
の
様
相
を
裏
付
け
る
史
料
と
理
解
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
言
っ
て
も
、
こ
れ
は
決
し
て
浩
斎
の
数
々
の
業
績

Ｉ
例
え
ば
「
浩
斎
医
話
」
（
後
改
題
し
て
『
五
泉
堂
医
話
』
。
天
保

二
～
七
年
の
著
述
玄
沢
、
元
瑞
の
校
閲
を
受
け
た
）
や
『
藺
学
解
瑚
』

（
天
保
十
年
頃
の
著
作
、
岡
田
舂
斎
序
、
五
十
嵐
篤
好
賊
）
な
ど
Ｉ
の

評
価
を
減
ず
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
も
上
梓
を
予
定
し

た
稿
本
で
あ
る
が
実
現
し
な
か
っ
た
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。
そ
し

て
、
甥
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
自
著
の
上
梓
を
果
し
て
お
り
、
伯
父
の

素
志
を
遂
げ
た
。
演
者
と
し
て
は
、
こ
の
伯
父
に
し
て
こ
の
甥
た

ち
あ
り
の
感
を
深
く
し
た
。

侭
白
雲
会
、
富
山
市
）


